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【
一
】
鶉
衣
「
お
け
ら
」 

「
螻
翁
伝
」 

螻
（
け
ら
）
と
い
ふ
虫
は
、 

よ
く
飛
べ
ど
も
家
を
過
ぐ
る
事
あ
た
は
ず
。 

よ
く
の
ぼ
れ
ど
も
木
を
窮
る
事
あ
た
は
ず
。 

よ
く
お
よ
げ
ど
も
谷
を
渡
る
事
あ
た
は
ず
。 

よ
く
穴
ほ
れ
ど
も
掩
ふ
事
あ
た
は
ず
。 

よ
く
走
れ
ど
も
人
を
免
る
る
事
あ
た
は
ず
。 

是
を
か
れ
が
五
能
あ
り
て
一
ッ
を
も
な
さ
ず
と
は
い
へ
り
と
ぞ
。 

 

こ
こ
に
翁
あ
り
、 

詩
つ
く
れ
ど
も
詩
な
ら
ず
、 

歌
よ
め
ど
も
歌
に
似
ず
、 

物
か
け
ど
も
よ
か
ら
ず
、 

絵
か
け
ど
も
っ
た
な
く
、 

俳
諧
す
れ
ど
も
下
手
な
り
。 

 

我
か
の
虫
に
お
と
ら
め
や
と
て
、
み
づ
か
ら
螻
翁
（
ろ
う
お
う
）
ぞ
名
の
り
け
る
。 

や
や
老
い
に
た
り
、 

今
は
か
か
る
身
の
ほ
ど
を
し
り
て
、 

他
に
ほ
め
ら
れ
む
事
を
ね
が
は
ず
、 

人
の
謗
（
そ
し
り
）
を
い
と
は
ず
。 

さ
ら
ば
何
に
か
腹
た
て
て
、
か
の
つ
ぐ
み
と
い
ふ
鳥
に
よ
ろ
こ
ば
る
べ
き
。 

よ
し
た
ゞ
か
れ
は
腹
た
つ
べ
く
と
も
、
我
は
笑
は
む
と
思
へ
る
な
り
け
り
。 

 

【
二
】
辞
書
的
な
意
味 

日
本
国
語
大
辞
典 

(

一)

三
つ
の
流
派
。 

(

二)

第
三
等
の
階
級
。
二
流
ま
で
も
い
か
な
い
低
い
等
級
。 

転
じ
て
、
き
わ
め
て
質
の
よ
く
な
い
さ
ま
。 
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【
三
】
人
物
志 

魏
の
劉
邵
に
よ
る
著
作
。
明
帝
（
曹
叡
）
の
時
代
の
人
物
。
時
代
背
景
の
話
も
。 

 

故
一
流
之
人
能
識
一
流
之
善 

二
流
之
人
能
識
二
流
之
美 

 十
二
の
し
ご
と 

●
三
材
・
八
業 

清
節
家
：
徳
行
す
ぐ
れ
進
退
の
手
本
と
す
べ
き 

法 

家
：
法
を
建
て
制
度
を
定
め
強
国
富
人
を
行
う 

術 

家
：
思
通
、
道
化
、
策
謀
に
す
ぐ
れ
る 

 

国 

体
：
上
記
の
三
材
を
兼
ね
備
え
る
＝
三
流
の
人 

器 

能
：
国
体
よ
り
も
器
量
が
小
さ
い 

 

臧 

否
：（
そ
う
ひ
）
清
節
の
流
れ
。
批
評
、
是
非
分
別 

伎 

倆
：
法
家
の
流
れ
。
創
思
遠
図
は
な
い
が
一
官
の
任
を
果
た
す 

智 

意
：
術
家
の
流
れ
。
創
制
垂
則
の
能
は
な
く
公
平
に
欠
け
る
が
臨
機
の
智
慧
は
あ
る 

 ●
そ
の
他
：
十
二
材 

文 

章
：
文
を
綴
っ
て
著
述
す
る 

儒 

学
：
聖
人
の
業
を
伝
え
る
が
実
務
に
は
携
わ
ら
な
い 

口 

弁
：
道
に
は
入
ら
な
い
が
応
対
・
外
交
の
能
が
あ
る 

驍 

雄
：（
ぎ
ょ
う
ゆ
う
）
胆
力
、
材
智
、
計
略
に
能
が
あ
る 

 

 

【
四
】
三
流
人
の
た
め
の
心
理
学 

 

「
サ
イ
コ
シ
ン
セ
シ
ス
」 

 
 
 

サ
ブ
・
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
い
う
考
え
方 

 
 

「
論
理
療
法
」 

 
 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｄ
Ｅ
）
理
論 

ア
ル
バ
ー
ト
・
エ
リ
ス
の
ノ
リ 
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【
五
】
論
語 

君
子
は
器
な
ら
ず 

 

子
曰
は
く
、 

吾
十
有
五
に
し
て
學
に
志
す
。 

三
十
に
し
て
立
つ
。 

四
十
に
し
て
惑
は
ず
。 

五
十
に
し
て
天
命
を
知
る
。 

六
十
に
し
て
耳
順
が
ふ
。 

七
十
に
し
て
心
の
欲
す
る
所
に
從
っ
て
、
矩
を
踰
へ
ず
。 

子
曰
、
吾
十
有
五
而
志
乎
學
、
三
十
而
立
、
四
十
而
不
惑
、
五
十
而
知
天
命
、
六
十
而
耳
順
、
七
十
而
從
心

所
欲
、
不
踰
矩
（02-04

）  

 

   

【
惑
】

金
文 

 

或

 

声
符
は
或
（
わ
く
）。
或
に
限
定
の
意
、
例
外
の
意
が
あ
り
、
疑
い
惑
う
意
が
あ
る
。 

 

【
天
】

 
 

【
命
（
令
）】

 
 

  
 

天 

有 
 
 

大 
 
 

令
（
命
） 

 

（
天
有
大
命
『
大
盂
鼎
』） 

 0.8 0.7 

15 19 21 

30 38 43 

40 50 58 

50 63 72 

60 75 86 

70 88 100 
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【
六
】
中
庸 

四
書 
『
論
語
』 

『
孟
子
』 

『
大
学
（
礼
記
）』 

『
中
庸
（
礼
記
）』 

 

【
第
一
章
】 

 

天
の
命
ず
る
を
こ
れ
性
と
謂
う
。
性
に
率
う
を
こ
れ
道
と
謂
う
。
道
を
脩
（
修
）
む
る
を
こ

れ
教
と
謂
う
。
道
な
る
者
は
、
須
臾
も
離
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
離
る
べ
き
は
道
に
非
ざ
る
な

り
。
是
の
故
に
君
子
は
そ
の
睹
ざ
る
所
に
戒
慎
し
、
そ
の
聞
か
ざ
る
所
に
恐
懼
す
。
隠
れ
た
る

よ
り
見
わ
る
る
は
莫
く
、
微
か
な
る
よ
り
顕
わ
る
る
は
莫
し
。
故
に
君
子
は
そ
の
独
を
慎
し
む

な
り
。 

天
命
之
謂
性
、
率
性
之
謂
道
、
修
道
之
謂
教
。
道
也
者
、
不
可
須
臾
離
也
、
可
離
非
道
也
。
是

故
君
子
戒
慎
乎
其
所
不
睹
、
恐
懼
乎
其
所
不
聞
。
莫
見
乎
隱
、
莫
顯
乎
微
。
故
君
子
慎
其
獨
也
。 

 

【
第
十
一
章
】 

（
Ａ
）
誠
（
な
る
者
）
は
、
天
の
道
な
り
。 

（
Ｂ
）
こ
れ
を
誠
に
す
る
者
は
、
人
の
道
な
り
。 

（
Ａ
）
誠
（
な
る
）
者
は
、
勉
め
ず
し
て
中
た
り
、
思
わ
ず
し
て
得
、
従
容
と
し
て
道
に
中
た 

る
、
聖
人
な
り
。 

（
Ｂ
）
こ
れ
を
誠
に
す
る
者
は
、
善
を
択
び
て
固
く
こ
れ
を
執
る
者
な
り
。 

誠
者
、
天
之
道
也
。
誠
之
者
、
人
之
道
也
。
誠
者
不
勉
而
中
、
不
思
而
得
、
從
容
中
道
、
聖
人
也
。
誠
之
者
、

擇
善
而
固
執
之
者
也
。 

 

●
博
く
こ
れ
を
学
び
、
審
ら
か
に
こ
れ
を
問
い
、
慎
し
み
て
こ
れ
を
思
い
、
明
ら
か
に
こ
れ
を 

弁
じ
、
篤
く
こ
れ
を
行
な
う
。（
博
学
、
審
問
、
慎
思
、
明
弁
、
篤
行
） 

●
学
ば
ざ
る
こ
と
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
学
び
て
能
く
せ
ざ
れ
ば
措
か
ざ
る
な
り
。 

問
わ
ざ
る
こ
と
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
問
い
て
知
ら
ざ
れ
ば
措
か
ざ
る
な
り
。 

思
わ
ざ
る
こ
と
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
思
い
て
得
ざ
れ
ば
措
か
ざ
る
な
り
。 

弁
ぜ
ざ
る
こ
と
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
弁
じ
て
明
ら
か
な
ら
ざ
れ
ば
措
か
ざ
る
な
り
。 

行
な
わ
ざ
る
こ
と
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
行
な
い
て
篤
か
ら
ざ
れ
ば
措
か
ざ
る
な
り
。 

●
人
一
た
び
し
て
こ
れ
を
能
く
す
れ
ば
、
己
れ
は
こ
れ
を
百
た
び
す
。 

人
十
た
び
し
て
こ
れ
を
能
く
す
れ
ば
、
己
れ
は
こ
れ
を
千
た
び
す
。 

果
た
し
て
此
の
道
を
能
く
す
れ
ば
、
愚
な
り
と
雖
も
必
ず
明
ら
か
に
、
柔
な
り
と
雖
も
必
ず 

強
か
ら
ん
。 

博
學
之
、
審
問
之
、
慎
思
之
、
明
辨
之
、
篤
行
之
。
有
弗
學
、
學
之
弗
能
、
弗
措
也
。
有
弗
問
、
問
之
弗
知
、

弗
措
也
。
有
弗
思
、
思
之
弗
得
、
弗
措
也
。
有
弗
辨
、
辨
之
弗
明
、
弗
措
也
、
有
弗
行
、
行
之
弗
篤
、
弗
措

也
。
人
一
能
之
己
百
之
、
人
十
能
之
己
千
之
。
果
能
此
道
矣
、
雖
愚
必
明
、
雖
柔
必
強
。 
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【
七
】H

omo
 Su

m 

H
o
m

ō
 su

m
.  

ホ
モ
ー
・
ス
ム
。 

H
ū

m
ā

n
ī n

īl ā
 m

ē
 a

liē
n

u
m

 p
u

tō
.  

 

フ
ー
マ
ー
ニ
ー
・
ニ
ー
ル
・
ア
ー
・
メ
ー
・
ア
リ
エ
ー
ヌ
ム
・
プ
ト
ー 

 

「
私
は
、
人
間
的
な
も
の
の
う
ち
、
い
か
な
る
も
の
も
自
分
か
ら
（
＝
自
分
と
）
無
縁
で
あ
る

と
は
考
え
な
い
」 

「
山
下
太
郎
の
ラ
テ
ン
語
入
門
」 https://aeneis.jp/?p=508

 

 

【
八
】
二
兎
を
追
う
者
は 

「
二
兎
を
追
う
者
は
一
兎
を
も
得
ず
」『
西
洋
諺
草
（1877

）』。 

東
洋
で
は
一
本
の
矢
で
二
兎
を
貫
く
一
石
二
鳥
的
な
使
い
方
。
一
石
二
鳥
も
西
洋
由
来
。 

旧
唐
書
「
大
暦
七
年
十
月
壬
子
、
上
畋
于
苑
中
、
矢
一
発
貫
二
兎
（
代
宗
紀
）」 

 

【
九
】「
お
前
は
飽
き
っ
ぽ
い
」 

「
飽
き
る
」 

 I a
m

 tire
d

. 

It

’s b
o
rin

g
. 

 

【tire
 (v.)

】 

"to
 w

e
a

ry," a
lso

 "to
 b

e
co

m
e
 w

e
a

ry," O
ld

 E
n

g
lish

 te
o
ria

n
 (K

e
n

tish
 tio

ria
n

) "to
 fa

il, ce
a
se

; 

b
e
co

m
e
 w

e
a

ry
; m

a
k

e
 w

e
a
ry, e

x
h

a
u

st," o
f u

n
ce

rta
in

 o
rig

in
; a

cco
rd

in
g
 to

 W
a

tk
in

s p
o
ssib

ly
 

fro
m

 P
ro

to
-G

e
rm

a
n

ic *
te

u
z
o
n

, fro
m

 a
 su

ffix
e
d

 fo
rm

 o
f P

IE
 ro

o
t *

d
e
u

- (1
) "to

 la
ck

, b
e
 

w
a
n

tin
g
." R

e
la

te
d

: T
ire

d
; tirin

g
. 

 

【b
o
re

 (v.)

】 

O
ld

 E
n

g
lish

 b
o
ria

n
 "to

 b
o
re

 th
ro

u
g
h

, p
e
rfo

ra
te

," fro
m

 b
o
r "a

u
g
e
r," fro

m
 P

ro
to

-G
e
rm

a
n

ic 

*
b

u
ro

n
 (so

u
rce

 a
lso

 o
f O

ld
 N

o
rse

 b
o
ra

, S
w

e
d

ish
 b

o
rra

, O
ld

 H
ig

h
 G

e
rm

a
n

 b
o
ro

n
, M

id
d

le
 

D
u

tch
 b

o
re

n
, G

e
rm

a
n

 b
o
h

re
n

), fro
m

 P
IE

 ro
o
t *

b
h

o
rh

- "h
o
le

. 
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【
十
】「
三
流
」
的
読
書
法 

小
学
校
高
学
年
ま
で
「
本
」
を
読
ん
だ
こ
と
が
な
か
っ
た 

カ
フ
ェ
や
電
車
で
し
か
読
め
な
い 

本
を
一
冊
読
み
切
れ
な
い
・
・
飽
き
る 

 

難
し
い
本
は
ト
イ
レ
で 

 

買
っ
た
ら
す
ぐ
に
全
体
を
把
握
（
カ
フ
ェ
） 

 

要
約
可
能
な
本
と
そ
う
じ
ゃ
な
い
本 

 

著
者
（
編
集
者
）
の
つ
も
り
で
読
む 

 

全
部
を
読
も
う
と
は
思
わ
な
い 

  

【
別
】（
ス
ゴ
イ
）
三
流
列
伝 

世
阿
弥 

空
海 

ダ
ビ
ン
チ 

孔
子 

項
羽
と
劉
邦 

井
原
西
鶴 

 

な
ど 


